
羽水質環境

1.調査万法

各地点、各深度ごと 12.、底層近くの水質|こついて、①水温 CC)、② PH、③00

(mg/ I )の3項目12.ついて、水質チ工ツ力一 U-10 (堀場製作所)を使用し測定し足。

なお、 20地点lこおいては、波打ち際ガ切り立つ定護岸で、水深万2mであっ左足め

1m水深の測定は行え芯かっ定。

2.結果および考察

本項目Ict、生息調査lこ付随するものとして実施し定もので、分析項目も少ないため

水質の状態12.ついて詳細|こ記することは困難である。しかも調査期聞が約2ヶ月という

長期k:わたっており、日照や気温等の天候の菱化k:伴い、水質そのものも調査の初期

と終期ではか怠りの変動があっ左と推定され、各地域別の水質の状況を判別すること

は不可能である。その定め、ここでは若干の考察を加える 12.とどめる。

①水温

全体的!こ浅部と深部の水温差は小さかっ12.1:1、一部10.O"C以上も差のある地点が

あっ足。調査期間を通じての最高水温l革、 14地点の1m水深|こおいて32.20

C(8月24日)

であり、最低は、 45地点の5m水深の15.10

Cであっ左。浅部と深部の水温差の最も著

しかっ左のは23地点で11.10C(8月28日)であっ足。

② PH 

pHの範囲は、 6.43~9. 99である。各地点とも|こ浅部で高い値を示し、深部12.移行

するほど値が低く怠る傾向が見られ左。

③00  

最も 00が低かっ定のは、 18地点、の5m水深で19.97%である。また、最高は19地点

1m水深の187.74%であった、ここはpHも9.99と高い値を示しており、水生植物の影

響か太きいと考えられる。芯お、調査地点の範囲|こおいては、無酸素!こ近いよう怠

状態は見られなかっ定。

1969年度の琵琶湖沿岸帯調査との比較を行つ左。 pH、00共lこ前回調査よりも

高い値を示してい定。ま定、同一地点!こおける水深別の測定値の差を出較してみる

とpHでは、 1969年度の1.21こ対し合回調査では2.63、00では、 1969年度の64.4%
lこ対し舎回調査では131.67%と水深聞の pH、00の差は広がってい走。このこと

は7m程の水深闘でも環境の霊化が太きく芯つ疋ことを示すものと思われ左。
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